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会
議
冒
頭
、
国
松
会
長
は
、
昨

年
１２
月
に
地
方
分
権
改
革
推
進
法

が
成
立
し
、
第
二
期
地
方
分
権
改

革
（
平
成
１９
〜
２１
年
度
）
が
ス
タ

ー
ト
す
る
こ
と
を
受
け
、
「
地
方

の
意
見
が
十
分
反
映
さ
れ
る
よ
う

国
へ
積
極
的
に
提
案
し
、
そ
の
実

現
に
向
け
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通

じ
要
望
運
動
を
展
開
し
て
い
く
」

と
あ
い
さ
つ
し
た
。

ま
た
、
来
賓
と
し
て
菅

義
偉
・
総
務
大
臣
の
代
理

で
出
席
し
た
大
野
松
茂
・

総
務
副
大
臣
が
、
地
方
分

権
改
革
推
進
法
が
早
期
成

立
し
た
こ
と
を
受
け
、

「
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
地

方
分
権
改
革
に
速
や
か
に

着
手
す
る
と
い
う
意
味

で
、
極
め
て
意
義
深
い
」

「
皆
様
方
と
十
分
な
意
見

交
換
を
し
な
が
ら
、
地
方

分
権
改
革
に
取
り
組
ん
で

い
く
」
と
す
る
菅
大
臣
の

あ
い
さ
つ
を
代
読
し
た
。

会
議
で
は
、
昨
年
１１
月

９
日
に
開
催
さ
れ
た
第
８１

回
評
議
員
会
以
降
の
本
会

活
動
概
要
な
ど
に
つ
い
て
事
務
局

か
ら
報
告
が
あ
っ
た
の
ち
、
地
方

行
政
、
地
方
財
政
、
社
会
文
教
、

産
業
経
済
、
建
設
運
輸
、
国
会
対

策
の
６
委
員
会
の
委
員
長
ら
が
、

１８
年
度
の
要
望
運
動
結
果
等
を
報

告
。
続
い
て
議
案
審
議
に
入
り
、

１９
年
度
本
会
一
般
会
計
な
ど
の
各

予
算
を
諮
っ
た
う
え
で
、
原
案
の

と
お
り
可
決
さ
れ
た
。

な
お
当
日
は
、
総
務
省
の
瀧
野

欣
彌
・
総
務
審
議
官
が
「
こ
れ
か

ら
の
地
方
分
権
改
革
と
地
方
財

政
」
と
題
し
講
演
を
行
っ
た
。

こ
の
中
で
瀧
野
総
務
審
議
官

は
、
関
係
法
令
を
一
括
し
て
見
直

す
「
地
方
分
権
改
革
一
括
法
（
仮

称
）
」
が
３
年
以
内
に
国
会
へ
提

出
さ
れ
る
た
め
、
こ
の
２
、
３
年

が
地
方
に
と
っ
て
重
大
な
年
と
な

る
と
強
調
し
た
。

ま
た
、
１９
年
度
か
ら
導
入
さ
れ

る
新
型
交
付
税
に
つ
い
て
も
触

れ
、
試
案
の
基
本
フ
レ
ー
ム
な
ど

を
説
明
し
た
う
え
で
、
「
あ
く
ま

で
算
定
の
簡
素
化
を
図
る
た
め
の

も
の
。
現
在
の
交
付
税
額
の
配
分

と
変
動
し
な
い
形
で
見
直
す
」
と

の
認
識
を
示
し
た
。

市
議
会
議
員
共
済
会
（
会
長
�

国
松
誠
・
藤
沢
市
議
会
議
長
）
は

２
月
２
日
、
東
京
・
都
市
セ
ン
タ

ー
会
館
で
第
９３
回
代
議
員
会
を
開

催
。
平
成
１８
年
度
上
半
期
経
理
状

況
、
１８
年
度
変
更
事
業
計
画
及
び

予
算
の
報
告
を
了
承
し
た
ほ
か
、

定
款
の
一
部
変
更
、
１９
年
度
事
業

計
画
及
び
予
算
、
地
方
議
会
議
員

年
金
の
安
定
的
運
営
に
関
す
る
決

議
を
可
決
し
た
。

あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
国
松
会
長

は
、
「
分
権
の
推
進
と
と
も
に
議

会
の
役
割
と
議
員
の
責
務
は
ま
す

ま
す
重
要
と
な
る
。
議
員
活
動
を

後
顧
の
憂
い
な
く
十
二
分
に
展
開

す
る
た
め
に
も
、
議
員
年
金
の
維

持
存
続
と
充
実
が
不
可
欠
」
と
強

調
、一
致
団
結
の
必
要
を
訴
え
た
。

１８
年
度
変
更
事
業
計
画
及
び
予

算
は
、
町
村
議
会
議
員
共
済
会
と

の
財
政
調
整
に
か
か
る
も
の
で
、

財
政
が
悪
化
し
た
町
村
共
済
会
に

対
し
、
市
共
済
会
が
法
令
に
基
づ

き
拠
出
し
た
１８
年
度
分
約
５３
億
円

に
つ
き
報
告
し
た
も
の
。
１９
年
度

拠
出
予
定
の
約
６５
億
円
に
つ
い
て

は
、
１９
年
度
事
業
計
画
及
び
予
算

に
計
上
さ
れ
た
。

定
款
変
更
は
、
地
方
公
務
員
等

共
済
組
合
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
４
月
１
日
か
ら
�
掛
金
率
を

標
準
報
酬
月
額
の
１３
％
か
ら
１６
％

（
１９
年
度
は
１４
・
５
％
）
に
引
き

上
げ
る
�
期
末
手
当
に
か
か
る
特

別
掛
金
率
を
５
％
か
ら
７
・
５
％

に
引
き
上
げ
る
と
い
う
も
の
。

第1643号２月１５日平成19年
（2007年）

（昭和３６年１２月２０日第三種郵便物認可）

全
国
市
議
会
議
長
会
（
会
長
�
国
松
誠
・
藤
沢
市
議
会
議
長
）
は
２
月
１
日
、
東
京
・
都
市
セ
ン
タ
ー

会
館
で
評
議
員
会
を
開
催
。
本
会
の
１９
年
度
一
般
会
計
予
算
等
を
決
定
す
る
と
と
も
に
、
地
方
行
政
委
員

会
、
地
方
財
政
委
員
会
な
ど
６
委
員
会
の
委
員
長
ら
が
１８
年
度
活
動
状
況
や
運
動
結
果
に
つ
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
報
告
し
た
。
ま
た
、
総
務
省
の
瀧
野
欣
彌
・
総
務
審
議
官
に
よ
る
講
演
が
行
わ
れ
た
。

定
款
変
更
を
可
決

議
員
共
済
会
が
代
議
員
会

１１８８
年年
度度

活活
動動
をを
報報
告告
１１９９
年年
度度

予予
算算
をを
決決
定定

第
８２
回
評
議
員
会
開
く
―
本
会

あいさつする国松会長（中央）

代議員会のもよう

大竹 邦実

（１） 平成１９年２月１５日 第１６４３号



全
国
市
議
会
議
長
会
の
国
会
対

策
委
員
会
（
委
員
長
�
矢
沢
博
孝

・
川
崎
市
議
会
議
長
）
は
２
月
５

日
、
東
京
・
全
国
都
市
会
館
で
委

員
会
を
開
催
。
１８
年
度
要
望
運
動

結
果
の
総
括
な
ど
を
行
っ
た
。

同
委
員
会
は
各
部
会
か
ら
の
選

出
に
よ
る
委
員
と
、
会
長
指
名
に

よ
る
委
員
を
合
わ
せ
、
２７
市
の
議

長
で
構
成
。
地
方
行
政
委
員
会
な

ど
５
委
員
会
か
ら
要
請
の
あ
っ
た

重
点
要
望
事
項
を
取
り
ま
と
め
、

そ
の
実
現
を
図
る
た
め
適
宜
、
政

府
・
国
会
等
の
関
係
各
方
面
に
対

し
、
要
望
運
動
を
繰
り
広
げ
て
き

た
。特

に
昨
年
は
、
第
二
期
地
方
分

権
改
革
の
推
進
に
向
け
「
地
方
分

権
改
革
推
進
法
」
の
早
期
成
立
�

本
紙
１
６
３
７
号
に
掲
載
�
や
、

公
営
企
業
金
融
公
庫
廃
止
後
の
後

継
組
織
と
な
る
地
方
共
同
法
人
設

立
等
に
向
け
た
法
的
枠
組
み
の
構

築
な
ど
�
本
紙
１
６
４
２
号
に
掲

載
�
を
求
め
て
き
た
。

こ
れ
ら
要
望
運
動
の
成
果
が
実

り
、
昨
年
１１
月
に
地
方

分
権
改
革
推
進
法
が
成

立
。
今
後
、
有
識
者
７

人
か
ら
な
る
「
地
方
分

権
改
革
推
進
委
員
会
」

が
内
閣
府
に
設
置
さ

れ
、
同
委
員
会
の
勧
告

を
踏
ま
え
閣
議
決
定
を

経
て
「
地
方
分
権
改
革

推
進
計
画
」
が
策
定
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

ま
た
、
公
庫
廃
止
後

の
後
継
組
織
に
つ
い
て

は
、
地
方
公
共
団
体
が

共
同
し
て
「
地
方
公
共

団
体
公
営
企
業
金
融
機
構

（
仮
称
）」を
設
立
す
る
こ

と
が
認
め
ら
れ
た
。
こ
れ

を
受
け
２
月
下
旬
に
も
、

金
融
機
構
設
立
の
趣
旨
や

業
務
の
ほ
か
、
現
公
庫
の
財
政
基

盤
を
同
機
構
へ
承
継
す
る
こ
と
な

ど
を
盛
り
込
ん
だ
法
案
が
、
今
通

常
国
会
へ
提
出
さ
れ
る
予
定
。

こ
の
ほ
か
、
国
会
対
策
委
員
会

で
は
昨
年
１２
月
４
日
に
委
員
会
を

開
き
、喫
緊
の
課
題
で
あ
っ
た「
固

定
資
産
税
の
償
却
資
産
の
評
価
に

係
る
現
行
制
度
の
堅
持
」
「
地
方

交
付
税
の
所
要
総
額
の
確
保
」
等

の
要
望
を
決
定
。
翌
５
日
か
ら
６

日
に
か
け
地
方
財
政
委
員
会
と
合

同
で
、
要
望
運
動
を
実
施
し
た
�

本
紙
１
６
３
７
号
に
掲
載
。

固
定
資
産
税
は
、
市
町
村
税
収

に
占
め
る
割
合
が
４
割
を
超
え
る

基
幹
税
目
と
な
っ
て
い
る
。
課
税

対
象
は
、
土
地
や
家
屋
、
有
形
償

却
資
産
で
あ
り
、
こ
れ
ら
資
産
の

評
価
額
に
対
し
賦
課
す
る
。
資
産

評
価
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
経
年

減
価
率
が
適
用
さ
れ
、
毎
年
、
課

税
対
象
で
あ
る
資
産
の
価
値
は
減

価
償
却
に
よ
り
低
下
し
て
い
く
。

こ
の
減
価
償
却
制
度
に
つ
い
て

平
成
１９
年
度
税
制
改
正
の
議
論
の

中
で
、
法
人
所
得
課
税
の
償
却
可

能
限
度
額
撤
廃
や
、
償
却
の
ス
ピ

ー
ド
を
早
め
る
な
ど
の
見
直
し
が

行
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
合
わ
せ

て
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
も
見
直

す
方
向
で
検
討
さ
れ
て
い
た
。

こ
れ
に
対
し
、国
会
対
策
・
地
方

財
政
両
委
員
会
は
、
市
町
村
税
収

に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
同
制
度

の
見
直
し
の
撤
回
を
求
め
運
動
。

そ
の
結
果
、
現
行
の
評
価
方
法
は

堅
持
さ
れ
、
市
町
村
の
大
幅
な
減

収
を
回
避
す
る
成
果
を
収
め
た
。

ま
た
、
交
付
税
に
つ
い
て
は
、

地
方
交
付
税
法
で
定
め
る
法
定
率

分
が
堅
持
さ
れ
、
財
務
省
が
強
く

求
め
て
い
た
交
付
税
の
「
特
例
減

額
」
は
見
送
ら
れ
た
。

な
お
当
日
は
、
総
務
省
の
椎
川

忍
・
大
臣
官
房
審
議
官
が
「
平
成

１９
年
度
地
方
財
政
対
策
」
、
同
省

の
岡
崎
浩
巳
・
大
臣
官
房
審
議
官

が
「
平
成
１９
年
度
地
方
税
制
改

正
」
を
、
そ
れ
ぞ
れ
説
明
し
た
。

本
会
（
会
長
�
国
松
誠
・
藤
沢

市
議
会
議
長
）
を
は
じ
め
と
す
る

地
方
六
団
体
、
内
閣
府
、
関
係
団

体
等
の
共
催
に
よ
る
「
平
成
１９
年

度
北
方
領
土
返
還
要
求
全
国
大

会
」
が
２
月
７
日
、
東
京
・
九
段

会
館
で
開
催
さ
れ
た
。

大
会
に
は
、
安
倍
晋
三
・
内
閣

総
理
大
臣
、
麻
生
太
郎
・
外
務
大

臣
、
高
市
早
苗
・
北
方
対
策
担
当

大
臣
ら
を
来
賓
に
迎
え
、
全
国
か

ら
関
係
約
１
５
０
０
人
が
参
加
。

元
島
民
や
長
谷
川
俊
輔
・
根
室
市

長
に
よ
る
「
国
民
の
訴
え
」
が
披

露
さ
れ
た
の
ち
、
択
捉
島
、
色
丹

島
、
国
後
島
、
歯
舞
群
島
の
北
方

四
島
一
括
返
還
に
向
け
た
ア
ピ
ー

ル
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

２
月
７
日
は
、
「
北
方
領
土
の

日
」
。
安
政
元
年
（
１
８
５
５

年
）
、
伊
豆
・
下
田
で
日
露
通
行

条
約
が
締
結
さ
れ
、
日
本
と
ロ
シ

ア
の
国
境
が
画
定
さ
れ
た
日
に
由

来
し
て
い
る
。

毎
年
、
こ
の
日
を
中
心
に
全
国

各
地
で
、
北
方
領
土
返
還
を
求
め

る
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
て
い
る
。

全
国
市
議
会
議
長
会
基
地
協
議

会
（
会
長
�
石
川
和
夫
・
福
生
市

議
会
議
長
）
は
２
月
７
日
、
東
京

・
砂
防
会
館
で
総
会
を
開
き
、
平

成
１９
年
度
の
運
動
方
針
や
事
業
計

画
、
予
算
等
に
つ
い
て
協
議
の
う

え
決
定
し
た
。

運
動
方
針
で
は
目
標
と
し
て
、

�
基
地
・
調
整
両
交
付
金
の
所
要

額
確
保
等
�
地
方
財
政
措
置
の
充

実
強
化
�
基
地
周
辺
整
備
対
策
の

充
実
強
化
�
基
地
周
辺
安
全
対
策

の
徹
底
等
―
―
を
掲
げ
た
。
関
係

市
町
村
に
対
す
る
基
地
対
策

関
係
諸
施
策
の
拡
充
強
化
を

図
る
た
め
、
２０
年
度
政
府
予

算
編
成
に
向
け
た
要
望
運
動

を
関
係
各
方
面
へ
実
施
す
る
。

な
お
当
日
は
、
防
衛
施
設

庁
施
設
部
の
辰
己
昌
良
・
施

設
企
画
課
長
が
「
１９
年
度
基

地
周
辺
対
策
関
係
予
算
」
、

総
務
省
自
治
税
務
局
固
定
資

産
税
課
の
伊
藤
誠
・
理
事
官

が
「
１９
年
度
基
地
交
付
金
及

び
調
整
交
付
金
の
予
算
」

を
、
そ
れ
ぞ
れ
説
明
し
た
。

１１８８
年年
度度
要要
望望
結結
果果
をを
総総
括括

本 会

国
会
対
策
委
員
会
開
く

１１９９
年年
度度
運運
動動
方方
針針
なな
どど

決決
定定

基
地
協
議
会
が
総
会

四四
島島
一一
括括
返返
還還
をを

北
方
領
土
全
国
大
会

あいさつする石川基地協会長（中央）

あいさつする矢沢国対委員長（中央）
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除除

斥斥

除
斥
と
は
、
市
議
会
に
お
け
る

審
議
の
公
正
を
期
す
る
た
め
に
、

審
議
さ
れ
る
事
件
と
一
定
の
利
害

関
係
を
有
す
る
議
員
は
当
該
事
件

の
審
議
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
こ
と
を
い
い
ま
す
。

除
斥
の
対
象
と
な
る
主
な
事
件

を
挙
げ
る
と
議
員
の
辞
職
、
議
員

が
経
営
す
る
法
人
と
地
方
公
共
団

体
と
の
契
約
議
案
、
議
員
を
相
手

と
す
る
訴
え
の
提
起
、
議
員
に
対

す
る
損
害
賠
償
事
件
、
議
員
に
対

す
る
懲
罰
事
件
、
議
員
の
資
格
決

定
事
件
、
議
員
辞
職
勧
告
決
議
、

議
長
不
信
任
決
議
な
ど
が
あ
り
ま

す
。こ

の
よ
う
に
除
斥
の
対
象
と
な

る
事
件
に
は
、
法
律
に
根
拠
を
有

す
る
事
件
の
ほ
か
に
法
律
に
根
拠

を
有
さ
な
い
決
議
の
よ
う
な
事
実

上
の
事
件
に
つ
い
て
も
含
ま
れ
ま

す
。
た
だ
し
、
予
算
案
の
審
議
に

お
い
て
予
算
の
一
部
が
議
員
に

直
接
の
利
害
関
係
が
あ
る
場
合
、

例
え
ば
議
員
が
経
営
す
る
法
人
へ

の
補
助
金
が
予
算
案
の
中
に
含
ま

れ
て
い
る
場
合
で
も
、
当
該
議
員

は
除
斥
と
な
り
ま
せ
ん
。

除
斥
の
対
象
と
な
る
の
は
当
該

事
件
と
一
定
の
利
害
関
係
を
有
す

る
議
員
で
あ
る
こ
と
は
既
に
述
べ

た
と
お
り
で
す
が
、
議
員
と
一
定

の
親
族
に
関
す
る
件
に
つ
い
て
も

除
斥
と
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
議

員
の
配
偶
者
や
兄
弟
な
ど
が
経
営

す
る
法
人
と
の
契
約
議
案
が
こ
れ

に
該
当
し
ま
す
。
議
員
が
除
斥
と

な
る
親
族
の
範
囲
は
、
父
母
、
配

偶
者
、
子
、
孫
も
し
く
は
兄
弟
姉

妹
で
す
。
な
お
、
養
親
子
関
係
は

議
員
の
除
斥
に
該
当
す
る
親
族
の

範
囲
に
含
ま
れ
ま
す
が
、
配
偶
者

の
父
母
、
祖
父
母
ま
た
は
兄
弟
姉

妹
、
兄
弟
姉
妹
の
配
偶
者
等
は
含

ま
れ
ま
せ
ん
。

な
お
、
除
斥
の
制
度
は
議
長
及

び
議
員
に
対
す
る
制
度
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
市
長
や
助
役
な
ど
執
行

機
関
の
職
員
本
人
も
し
く
は
一
定

の
親
族
に
関
す
る
事
件
に
つ
い
て

執
行
機
関
の
職
員
が
除
斥
と
な
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

議
員
が
除
斥
に
な
る
時
期
は
、

除
斥
対
象
と
な
る
事
件
が
議
題
と

な
っ
た
と
き
か
ら
で
す
。
し
た
が

っ
て
、
除
斥
対
象
と
な
る
事
件
の

表
決
時
だ
け
で
は
な
く
、
当
該
事

件
に
関
す
る
提
出
者
か
ら
の
説

明
、
質
疑
な
ど
の
場
合
で
も
議
員

は
除
斥
と
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
こ
と
か
ら
、
除
斥
対
象
と
な
る

事
件
の
審
議
は
、
除
斥
と
な
ら
な

い
事
件
と
別
個
に
し
、
単
独
で
審

議
す
る
、
つ
ま
り
一
括
議
題
の
対

象
か
ら
外
す
の
が
適
当
で
す
。

除
斥
に
関
す
る
規
定
は
地
方
自

治
法
で
は
本
会
議
で
の
審
議
に
つ

い
て
の
み
規
定
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
標
準
市
議
会
委
員
会
条
例
第

十
二
条
に
お
い
て
委
員
長
及
び
委

員
の
除
斥
に
関
す
る
規
定
が
設
け

ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
除
斥
の

制
度
は
委
員
会
で
の
審
査
に
お
い

て
も
用
い
ら
れ
ま
す
。

（
全
国
市
議
会
議
長
会

法
制
担

当
・
本
橋
謙
治
）

【
参
考
文
献
一
覧
】

地
方
議
会
用
語
辞
典
（
ぎ
ょ
う
せ

い
）
逐
条
地
方
自
治
法
（
学
陽
書

房
）
地
方
自
治
関
係
実
例
判
例
集

（
ぎ
ょ
う
せ
い
）

◆
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

議
会
の
施
設
等
に
お
け
る
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
の
実
施
状
況
で
は
、

何
ら
か
の
対
策
を
講
じ
て
い
る
の

が
５
３
９
市
で
６９
・
３
％
（
全
国

７
７
８
市
に
占
め
る
割
合
、
以
下

同
じ
）
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
内
訳
を
み
る
と
、
「
車
椅

子
対
応
の
設
備
（
演
壇
、
議
席
、

傍
聴
席
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
ス
ロ

ー
プ
、
ト
イ
レ
な
ど
）
」
が
４
０

１
市
、
「
声
の
議
会
だ
よ
り
、
点

字
議
会
だ
よ
り
の
発
行
」
が
２
４

７
市
、
「
必
要
に
応
じ
た
手
話
通

訳
」
が
１
４
５
市
、
「
介
助
者
、

盲
導
犬
の
同
伴
の
許
可
」
が
１
０

７
市
、
「
イ
ヤ
ホ
ー
ン
の
貸
し
出

し
」
が
８１
市
な
ど
の
順
と
な
っ
て

い
る
（
複
数
回
答
）
�
表
参
照
。

ま
た
、
「
そ
の
他
の
施
設
・
設

備
」
で
は
、
「
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
音
声
読
み
上
げ
ソ
フ
ト
対
応

に
」「
階
段
昇
降
機
の
設
置
」「
傍

聴
席
入
口
の
フ
ラ
ッ
ト
化
」
な
ど

を
導
入
し
て
い
る
市
が
あ
る
。

◆
議
会
の
Ｉ
Ｔ
化

議
会
へ
の
パ
ソ
コ
ン
の
導
入
状

況
で
は
、
「
議
員
１
人
に
１
台
ず

つ
導
入
」
が
２９
市
で
３
・
７
％
、

「
会
派
ご
と
に
導
入
」
が
１
５
６

市
で
２０
・
０
％
と
な
っ
て
い
る
。

本
会
議
場
や
委
員
会
室
へ
の
議

員
の
パ
ソ
コ
ン
の
持
ち
込
み
状
況

で
は
、
「
本
会
議
場
」
に
持
ち
込

み
を
許
可
（
特
に
規
定
等
は
な
い

が
、
事
例
が
あ
る
場
合
を
含
む
）

し
て
い
る
の
が
１５
市
で
１
・
９

％
、
「
委
員
会
室
」
に
は
２３
市
で

２
・
９
％
。

議
員
の
説
明
用
パ
ネ
ル
の
使
用

状
況
で
は
、
「
本
会
議
場
」
で
使

用
を
許
可
（
特
に
規
定
等
は
な
い

が
、
事
例
が
あ
る
場
合
を
含
む
）

し
て
い
る
の
が
１
３
４
市
で
１７
・

２
％
、「
委
員
会
室
」

に
は
６８
市
で
８
・
７

％
と
な
っ
て
い
る
。

◆
議
会
基
本
条
例
等

の
制
定

議
会
基
本
条
例
を

制
定
し
て
い
る
の
は

須
賀
川
市
の
１
市
、

議
会
会
議
条
例
を
制

定
し
て
い
る
の
は
東

松
島
市
、
横
須
賀

市
、
茨
木
市
、
佐
世

保
市
の
４
市
で
あ

る
。

◇

調
査
結
果
の
概
要

は
今
号
で
終
わ
り
ま

す
。
（
調
査
結
果
は

昨
年
１２
月
１５
日
付
で

全
市
へ
送
付
済
。
本

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
）

前
号
に
引
き
続
き
、
本
会
が
平
成
１７
年
１２
月
３１
日
現
在
の
全
国
７

７
８
市
（
東
京
都
２３
区
を
含
む
）
を
対
象
に
実
施
し
た
「
市
議
会
の

活
動
に
関
す
る
実
態
調
査
結
果
」
の
概
要
を
掲
載
し
ま
す
。

議
会
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
な
ど

本会調査

１１７７
年年
中中

市市
議議
会会
活活
動動
実実
態態
・・
概概
要要
�
・

〈完〉

―７―

議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入
門門門門門門門門門門門門門門門門門門門門門門門門門門門門門門門門門門門門門門門門門門

（３） 平成１９年２月１５日 第１６４３号（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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議議

会会

人人

事事

わ
が
国
の
森
林
・
林
業
・
木
材

関
連
産
業
に
つ
い
て
は
、
国
産
材

の
価
格
低
迷
で
採
算
性
が
悪
化
し
、

森
林
の
育
成
や
整
備
が
停
滞
し
て

い
る
状
況
に
あ
る
。ま
た
、国
有

林
野
事
業
の
一
般
財
源
化
、
独
立

行
政
法
人
化
が
検
討
さ
れ
て
お
り
、

管
理
体
制
の
弱
体
化
を
招
く
お
そ

れ
な
ど
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
山
地
災
害
の
未
然
防

止
に
向
け
た
治
山
対
策
や
森
林
整

備
、
さ
ら
に
、
地
球
温
暖
化
の
原

因
で
あ
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
吸
収

な
ど
、
森
林
の
多
面
的
機
能
に
対

す
る
国
民
の
期
待
は
大
き
く
な
っ

て
い
る
。

こ
う
し
た
中
、
政
府
は
昨
年
９

月
８
日
、
�
多
様
で
健
全
な
森
林

へ
の
誘
導
�
国
土
保
全
等
の
推
進

�
林
業
・
木
材
産
業
の
再
生
―
―

を
骨
子
と
す
る
「
森
林
・
林
業
基

本
計
画
」
を
閣
議
決
定
し
た
。

そ
こ
で
意
見
書
で
は
▽
森
林
・

林
業
基
本
計
画
推
進
の
た
め
の
関

係
予
算
確
保
▽
国
産
材
利
用
の
推

進
な
ど
関
係
省
庁
の
枠
を
超
え
た

計
画
推
進
▽
「
緑
の
雇
用
担
い
手

事
業
」
の
充
実
▽
国
有
林
の
持
続

可
能
な
森
林
管
理
と
国
の
責
任
に

よ
る
技
術
者
の
育
成
・
確
保
―
―

な
ど
、
関
連
産
業
政
策
の
推
進
や

国
有
林
野
事
業
の
健
全
化
を
図
る

よ
う
求
め
て
い
る
。

２２//１１３３

熊熊
谷谷
市市
がが
編編
入入
合合
併併

２
月
１３
日
、
埼
玉
県
の
熊
谷
市

が
、
江
南
町
を
編
入
合
併
し
た
。

﹇
熊
谷
市
の
概
要
﹈

▽
合
併
関
係
市
町
村

熊
谷
市
、
江
南
町

▽
人
口
約
２０
万
４
０
０
０
人

▽
面
積
１
５
９
・
８８
平
方
�

▽
議
員
定
数
６１
人

▼
議
長

▽
鳥
羽

木
下
行
保
（
１
・
２９
）

▽
西
尾

山
田
慶
勝
（
１
・
３１
）

▼
副
議
長

▽
鳥
羽

橋
本
真
一
郎
（
１
・
２９
）

▽
西
尾

新
家
喜
志
男
（
１
・
３１
）

▽
福
津

村
上

修
一
（
２
・
１
）

議会 「

関
連
産
業
政
策
の
推
進
」が
急
増

１１２２
月月
定定
例例
会会
のの

意意
見見
書書
・・
決決
議議
のの
状状
況況

（上）

全
国
市
議
会
議
長
会
は
、
こ
の
ほ
ど
、
各
市
議
会
か
ら
任
意
に
送
ら
れ
た
意
見
書
・
決
議
の
写
し
を
も

と
に
、
１２
月
定
例
会
を
中
心
に
議
決
し
た
意
見
書
・
決
議
の
状
況
を
ま
と
め
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、（
上
）

で
は
、
「
森
林
・
林
業
・
木
材
関
連
産
業
政
策
と
国
有
林
野
事
業
の
健
全
化
」
を
求
め
る
も
の
が
今
回
急

増
、
最
多
と
な
っ
て
い
る
。

意見書・決議の議決状況（上） （１８．１１．１～１９．１．３１）

決 議
【税・財政】 【 ４４】 【 ２】
○固定資産税・都市計画税の減免措置等の １２ ―
継続
○庶民増税の反対 １１ ―
○地方自治体財政の充実・強化 １０ ―
○「特定の同族会社の役員に対する報酬の ４ ―
損金算入制限規定」の見直し
○その他 ７ ２
【地方行政・議会・選挙】 【 １５】 【 ９】
○公共サービスの拡充 ４ ―
○都市再生に意欲的な地方自治体に対する ３ １
支援の強化
○その他 ８ ８
【医療・保健衛生】 【 ２０３】 【 ４】
○医師・看護職員確保対策の充実 ４９ ３
○リハビリテーションの診療報酬制度に関 ３８ ―
する調査と改善
○療養病床の廃止・削減と患者負担増の中 ２８ ―
止
○難病医療費の公費負担適用範囲の現行堅 ２０ ―
持
○肝炎問題の早期全面解決 １６ ―
○安全・安心の医療と看護の実現 ８ ―
○後期高齢者医療制度の充実 ７ １
○乳幼児医療費無料制度の創設など ６ ―
○ドクターヘリの全国配備への新法制定 ５ ―
○脳脊髄液減少症の研究・治療等の推進 ４ ―
○進行性化骨筋炎の難病指定 ４ ―
○その他 １８ ―
【教育・文化】 【 ５２】 【 ４】
○義務教育費国庫負担制度の堅持など １１ ―
○少人数学級の早期実現 ５ ―
○私学助成制度の充実 ５ ―
○放課後子どもプランの拡充 ５ ―
○教育基本法改正の慎重審議等 ４ １
○その他 ２２ ３
【農林・水産】 【 １７９】 【 ６】
○森林・林業・木材関連産業政策と国有林 ８４ ４
野事業の健全化
○日本とオーストラリアとの二国間自由貿 ４５ ―
易協定（ＦＴＡ）の反対
○農地・水・環境保全向上対策の円滑な推進 １５ ―
○「品目横断的経営安定対策」の対象要件 １０ ―
の小規模、家族農業経営者への適用
○食の安心・安全確保 ６ ―
○その他 １９ ２
【公害・環境保全】 【 ６４】 【 ２】
○全国森林環境税の創設 ２８ ―
○トンネルじん肺根絶の抜本的な対策 ２７ ―
○その他 ９ ２
【合 計】 【 ５５７】 【 ２７】
【総合計】 【 １００９】 【 ８２】

意見書件 名

森林
林業
木材

２月１５日現在の市数
８０４市

うち
指定都市 １５市
中核市 ３７市
特例市 ３９市
一般市 ６９０市
特別区 ２３区

第１６４３号 平成１９年２月１５日 （４）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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